
PLANNER押さえておきたい入力ポイント  

   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この章では、プランナーの入力ポイントを解説します。 

 

 

 

 

 

部屋入力などでグリットモジュールを利用する時に、1点目入力後に、マウス右ボタンメニューから「グリット表示」の分割数を 

切り替えて 2点目の入力が可能になります。 OFFの時は、グリット表示「1/6」の時でもカーソル入力は「6/6」入力が可能です。 

◆グリット入力「環境設定」グリット表示とカーソル移動単位の同期入力 

 

ＯＮの時 

  

プランナーシリーズ 

押さえておきたい入力ポイント 
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◆床（表示/非表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力済の部屋データの内部に部屋を上書き入力する場合は、グリットが見え難くなります。 

マウス右メニューの「床表示」を「非表示」に切り替えることにより、スムーズに部屋入力ができるようになります。 
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◆壁の変更  例：通常壁を垂れ壁に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力済の「通常壁」を「変更」コマンドにて選択すると「壁変更ダイアログ」から「垂れ壁」に変更することが 

可能です。 

 

 

 

 

壁変更 ダイアログ 
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◆壁の入力時の部屋分割  例：垂れ壁入力時の部屋分割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部屋に「直線壁」「連続線壁」「特殊壁 垂れ壁・腰壁など」を入力時に部屋分割メッセージに従った入力が 

可能です。 部屋を（分割する・しない）ケースに応じて入力して下さい。 

可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

「部屋分割」を「はい」にした場合は、同一部屋が 2分割されます。「変更」コマンドで別の部屋に入れ替えます。 

はいの時 

いいえの時 

「部屋分割」を「いいえ」にした場合は、部屋は 2分割されません。 

垂れ壁のケース 

 


